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【問題の背景】  
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【短期的対応】  
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故に係る死因究明制度の検討等  
特に産科におけるリスクの高まりや訴  

訟の増加に対する懸念  

リスクに見合う診療報酬対応の必要性  
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女性医師（特に産科・小児科に多い）の  

増加  

医学部卒業生が必ずしも地元に定着を  

しない  





小児救急電話相談事業（＃8000）の拡充  

小児救急電話相談事業（＃8000）は、  

・小児科特有の問題として、休日夜間の外来患者数が多く、そのほとんどが軽症患者であるという実態から、適切な受入体  
制へのアクセス誘導をする上でも重要  

りJ、児救急医療体制の構築とともに、小児科医師の確保が困難な地域における医療資源の集約化・重点化の推進において  
も、その周辺整備における重要な位置づけ   



◎趣旨   

子どもを持つ看護職員等の離職防止及び再就業を促進するため、医療機関に勤務する職員の  
乳幼児の保育を行う事業に対し、その運営費の一部（人件費等）を補助するもの。   

また、24時間保育、病児等保育に対応するための助成も実施。  

◎概要  

○補助率1／3（国1／3、県1／3、事業者1／3）  

019年度予算額 約13億円  

○平成19年度予算案において補助要件の緩和（最低保育児童数4人以上→2人以上）を  

盛り込む  

○運営責補助か所数1，048か所、24時間保育促進費対象668か所、  

病児等保育対象73か所）（平成19年度予算）  

※公立医療機関及び公的医療機関については一般財源化されており、  

補助金の対象は民間病院のみ  

（参考）院内保育を実施している病院数二2．754か所（平成17年）  

（上記補助金を受けていないものも含む）   
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